
均 霊 神 曹

季 刊 第 37巻-Ⅳ

原 著

17. イエバエにおけるセビン抵抗性の消失と再現
MusharrarA.ANSARト-･123

18. イエバエ不妊化雄の交尾時の括性と茄争
MusllarrarA.ANSARト-･125

19.9,9'-DDT乳剤のアカイエカの幼虫に対する致死-713力およびノック
ダウン速度におよぼす各甜有機溶剤の形弓削こついて

松原弘道--129

20. ガルエクロンのニカメイチュウに対する粒々の生物活性について

平野忠実･川崎秀砧･篠耶 光 ･北垣JFii氾･若森照基-･･･135

21. ガスクロマトグラフ法による柄物,ミルク,ニワトt)および魚における

トリクロルフォンとその代謝物の蛇田分析法

箱師 以･中原武良･古本旺文･中村秀子･･････142

22. ミルク中におけるト.)クロルフォンとその代謝物の残田について

中原武良･前桁 戯･川越fJ139]･江田拓刀･請藤哲夫･･･-149

23. ピレト.)ンの分析に対するオルト1)ン恨法に関する研冗
馬場直道･切畑光続･大野 稔･T.'dr野武之助 ･河野Jrir.チ--155

24. ラットにおけるツマサイドの僻奇形性の評価

安田雑生三･･････161

綜 税

幼若ホルモンの合成 上田博夫･沢田 勉--･166

財団法人 防 虫 科 学 研 究 所

京 都 大 学 内

昭 和 47年 11月



防 虫 科 学

編 集 委 員

主 幹 武 居 三吉
藤 田 稔 夫 深 海 浩 井 上 雄 三 石 井 象 二 郎

申 出 稔 高 橋 史 樹 高 橋 正 三 内 田 俊 郎

投 稿 規 定

1. 防虫科学に関する研先和文.綜説ならば滋でも投稲できる.ただし原柏の取結は嗣袋委員会できめる.

また原稲の字句については加除修正を行なうことがある.

2. 報文は邦文または欧文とし.邦文には欧文の,欧文には邦文の要約を添える.表鼠 著者名および所属

放Lu名などは邦文･欧文間-者をt)f記する.
3.邦文原綿は原則としてA4判杭沓原稲用紙 (400字詰)を用いる.欧文はタイプライター用紙にタイプ

ライターでダブルスペースに打つ.邦文原揃の写共,袈および図の説明は欧文とする.

4. 邦文は平かな,新かな班いとし,欧詔古流には片かなを用いる.ただし物只名,人名などは欧文のまま

とする.図は白紙またはTi.線方眼紙にていねいに遥むし,原揃とは別紙とする.不完全な図はトレーシング出
川を負担してもらうことがある.

5･動肌物の学名の下には を付ける (例:!塾室生 suppressalisイタ.)ックとなる).和名は片かな

を用いる.数字はすべてアラビア数字を用い,放血のIt1位はメートル法による.Jti位および術JLiの略字は本既
刊誌を参肘されたい.
6. 句読点,カッコは1回を与える:ハイフンは区画の㍍緑の上に明瞭にT!jtく.本文中の引用文献怒りはカ

ッコを付けて矧 こ小さくむく.文献は雑文の放後に通し番号のqfiに列記し.著者名.雑誌と名(臼名).狙 日.

LFロの帆こ記し,巻数には一､_"′､′…を付ける (例 :(1)StevcnsorLElandG･R･Wyatt:4* ･Biochcm･
Biophy.99,65,1966). 邦文雑誌名は日本化学総監.欧文雑誌名は ChemicalAbstracts,BiologicalI-I-■ヽ■
Abstractsの規定の略名に従う.

7. 校正は焔肌として初校に限り著者が行なう.

8.別刷は50部脚旦する.それ以上の希望数に対しては50部をili位とし,実兜を申受ける (当分刷上がり1

r16円の計卯による).

9. 原揃の送付には送状を付し,発送年月日,連絡先.原相枚数.写flおよび図･裁数,別刷花盟数などを

記入する.Eiも巧の郵送は臼田とし.校正は速選とする.

投机その他の幻lLiに関する述路は下記にされたい.

606 京都Tfi左京区北 白川 京都大学出学部

出来研究施設 石井汲二郎 (075)751-2111円6305



防 虫 科 学 第 37 巻-ⅠⅤ

74)Loew,P･,∫.B.Siddall,Ⅴ.L Spain,andL

Werthermann:Pyoc.Nat.Acad.Sci.U.S.A.,

67,1462,1824(1970).

75)Corer,E.∫.,H.Yamamoto,D.K.Herron,

andK.Achiwa:I.Amer.Chem.Soc･,92,

6635(1970).

76)Corey,E.J.andH.Yamamoto:ibid.,92,

6636(1970).

77)Corey,E.J.andH.Yamamoto:Z.bJld.,92,

6637(1970).

78)Roth,W.R.andJ.K6nig:Liebl'gsAnn.

Chem.,688,28(1965).

79)Ellis,R.J.andH.M.Frey:Pros.Chem.Soc･,

221(1964).

80)Ohlofl,G.:TetrahedronLetters,3795(1965).

81)Jorgenson,M.J.andA.F.Thacher:ibid.,

4651(1969).

82)Simmons,H.E.andR.D.Smith:I.Amer.

Chem.Sol.,81,4256(1959).

83)Schlosser,M.andK.F.Christmann:Syn-

thesis,1,38(1969).
84)Corer,E.J.andH.Yamamoto:I.Amer.
Chem.Soc･,92,226(1970).

85)Corcy,E.J･,W.L Mock,andD.J.Pasto:

TetrahedronLetters,347(1961).

86)Corcy,E.J.andG.H.Posner:ibid.,315

(1970).

87)Corcy,E.J.andK.Achiwa:I.Oyg.Chew.,

投稲後.つぎの論文が発光されたので付記する.

34,3667(1969).

88)Mori,K･,T.Mitsui,∫.Fukami,andT.

Ohtaki:Agr.Blot.Chcm.,35,1116(1971).

89)Corey,E.∫.,∫.A.Katzenellenbogen,S.A.

Roman,andN.W.Gilman:Tetrahedron

Letters,1821(1971).

90)近藤 望 ･松井招英 ･根岸 章 ･常本大英 :日本

化学会邦26春季年会誘拐予稿架Ⅰ,1560,1561
(1972).

91)Corer,E.J.andD.Seebach:I.Oyg.Chew.,
31,4097(1966).

92)Corey,E.J.andM.Chaykovsky:I.Amer.

Chem.Sol.,84,867(1962).

93)Cochrane,J.S.andJ.R.Hansom:I.Chcm.

Soc.PerkinI,1972,361.

94)R61ler,H.andK.H.Dahm:RecentPl'Ogr.

Hoym.Res.,24,651(1968).

95)Brewster,J.H.:I.Amer.Chem.Sol.,81,5475

(1959).

96)Loew,P.andW.S･Johnson:ibid･,93,3765

(1971).

97)cf.Wolfrom,M.L andB.L.Brown:fbid･,
65,1516(1943).

98)Faulkner,D.J.andM.R.Petersen:ibid･,
93,.3767(1971).

99)Liedtke,R.J.andC.Djerassi:I.Org.Chem･,
37,2111(1972).

邦16回 天然有機化合物討論会訓拭要旨災 p.116,124(1972)

Agr.Blot.Chew.,36,1931(1972).

昭和47年11月25日印刷 昭和47年11月30日発行

防虫科学 節37巻-ⅠⅤ 定価 Y900.
個人会員年1500円 田休会艮年3000円 外国会El年U.S.$6

編脹者 高 橋 正 三 石井象二郎
606京都市左京区北白川 京都大学瓜学部

発行所 財団法人 防 虫 科 学 研 究 所
京蔀市左京区北白川 京都大学E3学部内

(舶笹口肱･京都5899)

印刷所 昭 和 印 刷
京柾市下京区措熊通七粂下ル

202



l奇 真 率 菅

第 37巻

節 37巻 Ⅰ ( 1- 40) 昭 和 47ET:2 月 20日 発 行

節 37巻 Ⅰ (41- 82) m和 47咋 5 月 25日 発 行

郡 37溢 TK (83-122) m 和 47叩 8 月 31口 発 行

郡 37番 IY (123-202) 昭 和 47iFllF]30日 発 行

財 団法人 防 虫 科 学 研 究 所

京 都 大 学 内

昭 和 47年



第 37巻 総 目 次

原 著

1.数和ピレスロイドのハエおよびカ幼山に対する効火

林 光妃･'!.'6rLTq良之助 1- 3

2.mらしい協jJ刑 GD-11の Pyrcthroidsに対するtuJ力作川

･････.･･-･･--･- -･-･林 光妃 ･向 rjB･山口 宏 ･田中日経 3- 7

3.Malathion抵抗性イエバエに対する Pyrethroids協力剤の効果について

･---･.･･.-･･-･･･-･ ･･-･--･林 晃史 ･田小田雄 ･廿日出正美 7- 10

4.乳化剤の殺ダニカと表面張力との関係

高橋洋治 ･斉藤哲夫 ･弥富百三 10- 13

5.薬剤抵抗性 ミカンハダニに対する有機.)ン剤の迎合作用

Ⅰ.有機T)ン剤拡抗性 ミカンハダニにおける Malathionと Dimethoateに

対する各班化合物の迎合作m

‥---･.･-･･･--････-満仲羊治 ･請雌f!f火 ･弥広田三 ･江順守総 13- 23
6.Melonfly,Dacuscucurbz'Lae(Coquillet)の正'fl;I,'雄と化学不妊化LtEとのrlt)での交侶茂'Jl

･･･.････････MusharrafA.ANSARIandKaushHyaM.W ADIlWANl 41- 43

7.アワヨトウのフェノールオキシダーゼ

池本 始 43- 48

8.ピレスロイド系化合物の研兜 邦2報 PyrethrinsI,ⅠⅠおよび叙和

令成ピレスロイドの効力比較

--------･･･-･･････--川m小砧 ･'R郊八州!fj･順田詣蛾 48- 56

9.メイガ刑の性誘引物矧 こ関する研兜 郡IV和 スジマグラメイガの性フェロモン

に対する雄成虫の行動

･･･ ･･--･摘橋史税 ･桝井m夫 ･桑原保IlI･石井袋二郎 ･探桁 沿 56- 60

10.クワハムシにたいする Thiotepa,Metepa,Tepaおよび Hcmpaの不妊化作IT]

DTだ正樹 ･平野千里 60- 66

MusharrafA.ANSARI 83- 86

ll.イエバエ Muscadomcsticanebuloにおけるセビン抵抗性の氾伝

12.新殺虫性シクロプロパンカルボン酸エステル (邦6鞭)新しい合成ピレスロイド,

プチス1)ンの殺虫効果について

林 晃妃 ･田巾一郎 ･凸EI] 幣 861 91

13.吊知Pr誌下におけるイエバエの殺虫剤感受性について

-------･･-･･･-･･----杯 兄iil･向 映 ･松崎沙和子･ 91- 93

14.カイコ蛾頭部より抽出された脳ホルモン

93-102

15.ピレスロイド系化合物の研究 第3報 ピレスロイドの光安定性

･････.････････-･-･-=･.･-･････-･･-安部八洲男 ･津田小亮 ･藤田義雄 102-111

16.浸透殺虫剤の施用鋲に関する基礎的研究 ⅠⅤ.ホウレンソウにおける Vamidothionの

残田とその半減期について

石,tT.文雄 ･盟田一郎 ･斎藤哲夫 111-115

MusharrafA.ANSARI 123-125

17.イエバエにおけるセビン蛇抗性の消火と門別



18.イエバエ不妊化雄の交尾時の活性と競gr

19.♪,b'-DDT乳剤のアカイエカの幼虫に対する致死宙力およびノック
ダウン速度におよはす各種有機溶剤の好蟹について

MusharrafA.ANSARl125-129

松原弘道 129-136

20.ガルエクロンのニカメイチュウに対する種々の生物活性について

･..--･･-･･平野忠実 ･川崎秀高 ･篠原 究 ･北垣忠温 ･21:森照韮 135-142

21.ガスクロマトグラフ法による帖物, ミルク,ニワトリおよび魚における

ト1)クロルフォンとその代謝物の残留分析法

- ･･-- -･･- - --･-高瀬 巌 ･中原武良 ･苫本位文 ･中村秀子 142-149

22.ミルク中におけるトリクロルフォンとその代謝物の残留について

･････--･････中原武良 ･高瀬 巌 ･川越郁男 ･窪田拓男 ･斎藤田夫 149-155

23.ピレトリンの分析に対するオル トリン酸法に関する研究

･･-･･････.,鴨場直近 ･切畑光統 ･大野 稔 ･高野武之助 ･河野山手 155-161

24.ラットにおけるツマサイドの他奇形性の評価

161-165

綜 吉見

抗血紋湖山性殺鼠剤の作用横柄,特にビタミンK依存性血披凝固因子の

減少について

合成 Pyrethroidsの殺虫力について

坪野忠治 24- 39

林 晃史 67- 81

除II:(剤の作用機作一光合成阻告剤を中心とした殻近の文献から---- ･--･--.･･-･.･･炭田稲造 116-122

助-A:ホルモンの合成

抄 録

上田怖夫 ･沢田 勉 166-202

23,40,82,115,122



TABLEOFCONTENTS

Originals

l. ElEetLarvicidaldePlusieursProduitsPyr占throidcssurLarvcdc

MouctleetdeMoustiqus.

……….-.･･･････---･--･-AkilumiHAY▲stlletYoshinosuk6TAI(AMA 1- 3

2. Syncrgismcd'unNouvcauSynergeanSynergeant,GD-1lsurPyrdthro‡des.

Aki【umiIiAY▲slll,SatoruMUxAI,
trLrOShiYAMAGtJCHletTetsuoTANAlくA 3- 7

3. EffetdesSynergistesdePyr6throidessurlaMoucheDomestique

ResistantauMalathion.･ ･-･Akifumi HAYASHl,T6tsuoTANAKAetMasayoshiHATSUKADも 7- 10

4. RelationBetweenAcaricidalActivitesandSurfaceTensionofEmulsiricrs.

･･.･･.-･-･･---･YohjiTAKAHASHl,TetuoSAITOandKisabulY▲TOMI 10- 13

5. JointToxicActionorOrganophospl10ruSCompoundsandVarious

CompoundstoResistantCitrusRedMite.I.JointToxicAction

ofVariousCompoundswithMalathionandDimethoateto

OrganophosphateResistantCitrusRedMite.--･･-･･YojiT̂ K̂ĤSIIl.TctsuoSAITO.
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朝 日 農 薬 株 式 会 社

ア ー ス 製 薬 株 式 会 社

宇 部 興 産 株 式 会 社

大 阪 化 成 株 式 会 社

科 研 化 学 株 式 会 社

花 王 石 鹸 株 式 会 社

協 和 醗 酵工 業 株式 会社

キング化学工業株式会社

クミアイ化学工業株式会社

呉 羽 化 学工 業 株式 会 社

サ ンケ イ化 学 株式 会社

三 洋化 成 工 業 株式 会 社

塩 野 義 製 薬 株 式 会 社

大 正 製 薬 株 式 会 社

市 砂 香 料工 業 株式 会 社

抹 式 会 社 立 石 春 洋 堂

トモ ノ 出 薬 株 式 会 社

長岡駆虫剤製造株式会社

点 弧 産 業 株 式 会 社

日産 化学工 業 株 式 会 社

日 本 化 薬 株 式 会 社

日 本 四 連 株 式 会 社

日本特殊33非製造株式会社

日 本 出 井 株 式 会 社

フ マ キ ラ ー 株 式 会 社

北 興 化学工 業 株 式 会 社

三 笠 化学工 業 株 式 会 社

三 菱 瓦斯 化 学 株 式 会 社

八 洲 化 学工 業 株 式会 社

株 式 会 社 柳 本 製 作 所

山 本 出 港 株 式 会 社

吉 田 製 薬 株 式 会 社

ライオンか とり株式会社

(五十音噸)
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